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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＵＥによるワイヤレス通信の方法であって、
　第１のチャネル上でスケジューリングメッセージを受信することと、前記スケジューリ
ングメッセージは、前記第１のチャネルについての第１のアップリンク（ＵＬ）グラント
および第２のチャネルについての第２のアップリンク（ＵＬ）グラントを備え、
　前記第１のチャネル上で前記スケジューリングメッセージを受信することに基づいて、
前記第１のチャネルに対して第１のチャネルクリアランスプロシージャを実行することと
、および
　前記スケジューリングメッセージが前記第２のチャネル上で受信されていないと決定す
ることに基づいて、前記第１のチャネルクリアランスプロシージャとは異なる、前記第２
のチャネルに対する第２のチャネルクリアランスプロシージャを実行することと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記第１のチャネルクリアランスプロシージャを実行することは、単一の空きチャネル
判定（ＣＣＡ）チェックを実行することと、および
　前記単一のＣＣＡチェックが不成功であった場合、拡張されたＣＣＡ（ｅＣＣＡ）チェ
ックを実行することと
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】



(2) JP 6821668 B2 2021.1.27

10

20

30

40

50

　前記単一のＣＣＡチェックを実行することは、単一のＣＣＡに基づいて、前記第１のチ
ャネルが空いているかどうかを決定することを備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のチャネルクリアランスプロシージャに基づいて、前記第１のチャネル上でア
ップリンク（ＵＬ）データを送信すること
　をさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２のチャネルクリアランスプロシージャを実行することは、ｅＣＣＡチェックを
実行することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第２のチャネルクリアランスプロシージャを実行することは、単一のＣＣＡチェッ
クでは、前記第２のチャネルへのアクセスを得るのに十分ではないと決定することを備え
る、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第２のチャネルクリアランスプロシージャに基づいて、前記第２のチャネル上でＵ
Ｌデータを送信すること、ここにおいて、前記送信されたＵＬデータは、前記第１のチャ
ネル、前記第２のチャネル、または両方が使用されているかどうかのインジケーション(i
ndication)を備える、
　をさらに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記スケジューリングメッセージは、前記第１のチャネルについての第１のＵＬグラン
トおよび前記第２のチャネルについての第２のＵＬグラントを備える、請求項１に記載の
方法。
【請求項９】
　前記第１のＵＬグラントの第１の変調およびコーディングスキーム（ＭＣＳ）は、前記
第２のＵＬグラントの第２のＭＣＳとは異なる、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１のチャネル上でスケジューリングメッセージを受信するための手段と、前記スケジ
ューリングメッセージは、前記第１のチャネルについての第１のアップリンク（ＵＬ）グ
ラントおよび第２のチャネルについての第２のアップリンク（ＵＬ）グラントを備え、
　前記第１のチャネル上で前記スケジューリングメッセージを受信することに基づいて、
前記第１のチャネルに対して第１のチャネルクリアランスプロシージャを実行するための
手段と、および
　前記スケジューリングメッセージが前記第２のチャネル上で受信されていないと決定す
ることに基づいて、前記第１のチャネルクリアランスプロシージャとは異なる、前記第２
のチャネルに対する第２のチャネルクリアランスプロシージャを実行するための手段と
　を備える装置。
【請求項１１】
　前記第１のチャネルクリアランスプロシージャを実行するための前記手段は、単一の空
きチャネル判定（ＣＣＡ）チェックを実行することと、および
　前記単一のＣＣＡチェックが不成功であった場合、拡張されたＣＣＡ（ｅＣＣＡ）チェ
ックを実行することとのための手段を備える、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記単一のＣＣＡチェックを実行するための前記手段は、単一のＣＣＡに基づいて、前
記第１のチャネルが空いているかどうかを決定するための手段を備える、請求項１１に記
載の装置。
【請求項１３】
　前記第１のチャネルクリアランスプロシージャに基づいて、前記第１のチャネル上でア
ップリンク（ＵＬ）データを送信するための手段
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　をさらに備える、請求項１１に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【相互参照】
【０００１】
　[0001]本特許出願は、２０１６年７月２０日に出願された「ＥＣＣのための日和見的な
拡張されたチャネルアップリンクグラント（Opportunistic Extended Channel Uplink Gr
ants for ECC）」と題する、Ｓｕｎ他による米国特許出願第１５／２１５，４２２号、お
よび２０１５年９月３０日に出願された「ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチャネル
アップリンクグラント」と題する、Ｓｕｎ他による米国仮特許出願第６２／２３５，３５
０号の優先権を主張し、これらの各々は、本譲受人に譲渡されている。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]以下は、一般にワイヤレス通信に関し、より具体的には、ＥＣＣのための日和見
的な拡張されたチャネルアップリンクグラントに関する。
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャスト、等のような様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開
されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（例えば、時間、周波数
、および電力）を共有することによって、複数のユーザとの通信をサポートすることが可
能であり得る。このような多元接続システムの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）シス
テム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム
、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムを含む。ワイヤレス多元接続通
信システムは、いくつかの基地局を含み得、各々が、複数の通信デバイスのための通信を
同時にサポートし、それは、別名ユーザ機器（ＵＥ）として知られ得る。
【０００４】
　[0004]コンテンション(contention)ベースのワイヤレス通信システムでは、リッスンビ
フォアトーク（ＬＢＴ：listen before talk）プロシージャが、送信より前に実行され得
る。例えば、デバイスが、しきい値エネルギーレベルを検出することによって、チャネル
に対して１つまたは複数の空きチャネル判定（ＣＣＡ：clear channel assessments）を
実行し得る。いくつかのケースでは、送信機が、複数のＣＣＡ測定を含む拡張されたＣＣ
Ａ（ｅＣＣＡ）を実行し得る。いくつかのネットワークでは、基地局が、ユーザ機器（Ｕ
Ｅ）によるアップリンク送信についてのチャネルの可用性を決定するために、ｅＣＣＡを
実行し得る。すなわち、基地局は、各チャネルに対してｅＣＣＡを試み、利用可能である
それらのチャネルについてのグラントを送り得る。しかしながら、このプロセスは、ｅＣ
ＣＡが基地局においてフェイル（fails）したため、ＵＥがアップリンクデータを送信す
ることができないという事態をもたらし得る。これは、チャネルの有効な帯域幅を低減さ
せるかまたは送信を遅延させ得る。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]ワイヤレス通信システムが、送信より前にリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）プ
ロシージャを利用し得る。基地局が、１つのチャネルに対して拡張された空きチャネル判
定（ｅＣＣＡ）および別のチャネルに対して単一の空きチャネル判定（ＣＣＡ）を実行し
得る。その後、基地局は、ユーザ機器（ＵＥ）が両方のチャネル上で送信するためのグラ
ントを送り得る。ＵＥは、グラントを受信し、第１のチャネルに対して単一のＣＣＡおよ
び第２のチャネルに対してｅＣＣＡを実行し得る。その後、ＵＥは、第１のチャネルと第
２のチャネルの両方の上でアップリンク情報を送信し得る。すなわち、基地局は、たとえ
それが基地局においてｅＣＣＡにパスしていなかったとしても（may not have passed）
、第２のチャネル上で送信するための日和見的なグラントを送り得る。その後、ＵＥは、
そのチャネルを、それがｅＣＣＡにパスした場合に使用し得る。
【０００６】
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　[0006]ワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、第１のチャネル上でスケジューリ
ングメッセージを受信することと、スケジューリングメッセージは、第１のチャネルおよ
び第２のチャネルを識別し、第１のチャネル上でスケジューリングメッセージを受信する
ことに少なくとも部分的に基づいて、第１のチャネルに対して第１のチャネルクリアラン
スプロシージャ（channel clearance procedure）を実行することと、スケジューリング
メッセージが第２のチャネル上で受信されていないと決定することに少なくとも部分的に
基づいて、第２のチャネルに対して第２のチャネルクリアランスプロシージャを実行する
こととを含み得る。
【０００７】
　[0007]ワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、第１のチャネル上でスケジ
ューリングメッセージを受信するための手段と、スケジューリングメッセージは、第１の
チャネルおよび第２のチャネルを識別し、第１のチャネル上でスケジューリングメッセー
ジを受信することに少なくとも部分的に基づいて、第１のチャネルに対して第１のチャネ
ルクリアランスプロシージャを実行するための手段と、スケジューリングメッセージが第
２のチャネル上で受信されていないと決定することに少なくとも部分的に基づいて、第２
のチャネルに対して第２のチャネルクリアランスプロシージャを実行するための手段とを
含み得る。
【０００８】
　[0008]さらなる装置が説明される。装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信状態
にあるメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、プロセッサに、第１の
チャネル上でスケジューリングメッセージを受信することと、スケジューリングメッセー
ジは、第１のチャネルおよび第２のチャネルを識別し、第１のチャネル上でスケジューリ
ングメッセージを受信することに少なくとも部分的に基づいて、第１のチャネルに対して
第１のチャネルクリアランスプロシージャを実行することと、スケジューリングメッセー
ジが第２のチャネル上で受信されていないと決定することに少なくとも部分的に基づいて
、第２のチャネルに対して第２のチャネルクリアランスプロシージャを実行することとを
行わせるように動作可能であり得る。
【０００９】
　[0009]ワイヤレス通信のための非一時的なコンピュータ可読媒体が説明される。非一時
的なコンピュータ可読媒体は、プロセッサに、第１のチャネル上でスケジューリングメッ
セージを受信することと、スケジューリングメッセージは、第１のチャネルおよび第２の
チャネルを識別し、第１のチャネル上でスケジューリングメッセージを受信することに基
づいて、第１のチャネルに対して第１のチャネルクリアランスプロシージャを実行するこ
とと、スケジューリングメッセージが第２のチャネル上で受信されていないと決定するこ
とに基づいて、第２のチャネルに対して第２のチャネルクリアランスプロシージャを実行
することとを行わせる命令を含み得る。
【００１０】
　[0010]上記で説明された方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、第１のチャネルクリアランスプロシージャを実行することは、単一の空きチ
ャネル判定（ＣＣＡ）チェックを実行することと、単一のＣＣＡチェックが不成功であっ
た場合、拡張されたＣＣＡ（ｅＣＣＡ）チェックを実行することとを備える。
【００１１】
　[0011]上記で説明された方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、単一のＣＣＡチェックを実行することは、単一のＣＣＡに基づいて、第１の
チャネルが空いているかどうかを決定することを備える。
【００１２】
　[0012]上記で説明された方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつ
かの例は、第１のチャネルクリアランスプロシージャに基づいて、第１のチャネル上でア
ップリンク（ＵＬ）データを送信するためのプロセス、特徴（features）、手段、または
命令をさらに含み得る。
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【００１３】
　[0013]上記で説明された方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、第２のチャネルクリアランスプロシージャを実行することは、ｅＣＣＡチェ
ックを実行することを備える。上記で説明された方法、装置、または非一時的なコンピュ
ータ可読媒体のいくつかの例では、第２のチャネルクリアランスプロシージャを実行する
ことは、単一のＣＣＡチェックでは、第２のチャネルへのアクセスを得るのに十分ではな
いと決定することを備える。
【００１４】
　[0014]上記で説明された方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつ
かの例は、第２のチャネルクリアランスプロシージャに基づいて、第２のチャネル上でＵ
Ｌデータを送信するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得、ここで、
送信されたＵＬデータは、第１のチャネル、第２のチャネル、または両方が使用されてい
るかどうかのインジケーションを備える。
【００１５】
　[0015]上記で説明された方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、スケジューリングメッセージは、第１のチャネルについての第１のＵＬグラ
ントおよび第２のチャネルについての第２のＵＬグラントを備える。上記で説明された方
法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつかの例では、第１のＵＬグラ
ントの第１の変調およびコーディングスキーム（ＭＣＳ）は、第２のＵＬグラントの第２
のＭＣＳとは異なる。
【００１６】
　[0016]ワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、第１のチャネルに対する第１のｅ
ＣＣＡチェックが成功でありかつ第２のチャネルに対する第２のｅＣＣＡチェックが不成
功であることを決定することと、この決定に基づいて、第１のチャネル上でスケジューリ
ングメッセージを送信することとを含み得、スケジューリングメッセージは、第１のチャ
ネルおよび第２のチャネルを識別する。
【００１７】
　[0017]ワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、第１のチャネルに対する第
１のｅＣＣＡチェックが成功でありかつ第２のチャネルに対する第２のｅＣＣＡチェック
が不成功であることを決定するための手段と、この決定に基づいて、第１のチャネル上で
スケジューリングメッセージを送信するための手段とを含み得、スケジューリングメッセ
ージは、第１のチャネルおよび第２のチャネルを識別する。
【００１８】
　[0018]さらなる装置が説明される。装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信状態
にあるメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、プロセッサに、第１の
チャネルに対する第１のｅＣＣＡチェックが成功でありかつ第２のチャネルに対する第２
のｅＣＣＡチェックが不成功であることを決定することと、この決定に基づいて、第１の
チャネル上でスケジューリングメッセージを送信することとを行わせるように動作可能で
あり得、スケジューリングメッセージは、第１のチャネルおよび第２のチャネルを識別す
る。
【００１９】
　[0019]ワイヤレス通信のための非一時的なコンピュータ可読媒体が説明される。非一時
的なコンピュータ可読媒体は、プロセッサに、第１のチャネルに対する第１のｅＣＣＡチ
ェックが成功でありかつ第２のチャネルに対する第２のｅＣＣＡチェックが不成功である
ことを決定することと、この決定に基づいて、第１のチャネル上でスケジューリングメッ
セージを送信することとを行わせる命令を含み得、スケジューリングメッセージは、第１
のチャネルおよび第２のチャネルを識別する。
【００２０】
　[0020]上記で説明された方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつ
かの例は、第２のｅＣＣＡチェックに基づいて、第２のチャネル上でスケジューリングメ



(6) JP 6821668 B2 2021.1.27

10

20

30

40

50

ッセージを送信するのを控えるためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得
る。
【００２１】
　[0021]上記で説明された方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつ
かの例は、ＵＬデータが第１のチャネルまたは第２のチャネルまたは両方の上で送信され
ているかどうかを識別するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
上記で説明された方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつかの例は
、スケジューリングメッセージに基づいて、第１のチャネルまたは第２のチャネル上でＵ
Ｌデータを受信するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００２２】
　[0022]上記で説明された方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、スケジューリングメッセージは、第１のチャネルについての第１のＵＬグラ
ントおよび第２のチャネルについての第２のＵＬグラントを備える。上記で説明された方
法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒体のいくつかの例では、第１のＵＬグラ
ントの第１のＭＣＳは、第２のＵＬグラントの第２のＭＣＳとは異なる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】[0023]図１は、本開示の態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチャ
ネルアップリンクグラントをサポートするワイヤレス通信システムの例を例示する。
【図２】[0024]図２は、本開示の態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチャ
ネルアップリンクグラントをサポートするワイヤレス通信システムの例を例示する。
【図３Ａ】[0025]図３Ａは、本開示の態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張された
チャネルアップリンクグラントをサポートするグラント構成（grant configurations）の
例を例示する。
【図３Ｂ】[0025]図３Ｂは、本開示の態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張された
チャネルアップリンクグラントをサポートするグラント構成の例を例示する。
【図３Ｃ】[0025]図３Ｃは、本開示の態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張された
チャネルアップリンクグラントをサポートするグラント構成の例を例示する。
【図４】[0026]図４は、本開示の態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチャ
ネルアップリンクグラントをサポートするシステムにおけるプロセスフローの例を例示す
る。
【図５】[0027]図５は、本開示の態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチャ
ネルアップリンクグラントをサポートするワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図６】[0027]図６は、本開示の態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチャ
ネルアップリンクグラントをサポートするワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図７】[0027]図７は、本開示の態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチャ
ネルアップリンクグラントをサポートするワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図８】[0028]図８は、本開示の態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチャ
ネルアップリンクグラントをサポートするＵＥを含むシステムのブロック図を例示する。
【図９】[0029]図９は、本開示の態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチャ
ネルアップリンクグラントをサポートするワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図１０】[0029]図１０は、本開示の態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張された
チャネルアップリンクグラントをサポートするワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図１１】[0029]図１１は、本開示の態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張された
チャネルアップリンクグラントをサポートするワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図１２】[0030]図１２は、本開示の態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張された
チャネルアップリンクグラントをサポートする基地局を含むシステムのブロック図を例示
する。
【図１３】[0031]図１３は、本開示の態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張された
チャネルアップリンクグラントのための方法を例示する。
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【図１４】[0031]図１４は、本開示の態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張された
チャネルアップリンクグラントのための方法を例示する。
【図１５】[0031]図１５は、本開示の態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張された
チャネルアップリンクグラントのための方法を例示する。
【図１６】[0031]図１６は、本開示の態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張された
チャネルアップリンクグラントのための方法を例示する。
【図１７】[0031]図１７は、本開示の態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張された
チャネルアップリンクグラントのための方法を例示する。
【発明の詳細な説明】
【００２４】
　[0032]コンテンションベースのワイヤレスシステムでは、リッスン－ビフォア－トーク
（ＬＢＴ）プロシージャが、送信より前に実行され得る。例えば、デバイスが、しきい値
エネルギーレベルを検出することによって、チャネルに対して空きチャネル判定（ＣＣＡ
）を実行し得る。いくつかのケースでは、送信機が、複数のＣＣＡ測定を含む拡張された
ＣＣＡ（ｅＣＣＡ）を実行し得る。いくつかのネットワークでは、基地局が、ユーザ機器
（ＵＥ）によるアップリンク送信についてのチャネルの可用性を決定するために、ｅＣＣ
Ａを実行し得る。
【００２５】
　[0033]いくつかのケースでは、基地局は、ｅＣＣＡがあるチャネルについてはフェイル
したと決定し得るが、このチャネルは、ＵＥの観点からは利用可能であり得る。したがっ
て、マルチチャネル動作では、キャリアについてのＬＢＴ状態（LBT state）が、日和見
的な拡張されたチャネルグラントが使用されるべきかどうかを決定するために使用され得
る。すなわち、基地局は、たとえｅＣＣＡがパスしなかったとしても、１つまたは複数の
ＣＣＡがパスした場合、日和見的なグラントを送り得、一方、グラント自体は、ｅＣＣＡ
にパスしたチャネル上で送信される。ＵＥがＵＬグラントを受信すると、それは、グラン
トメッセージを送信するために使用されたチャネルに対して単一のＣＣＡを実行し得、グ
ラント中に含まれるが、グラントメッセージの送信のために使用されなかったチャネルに
対して完全なｅＣＣＡ（full eCCA）を実行し得る。
【００２６】
　[0034]いくつかのケースでは、２つの異なるＵＬグラントが、同じＵＥのためのＤＬバ
ースト中で送信され得る。第１のＵＬグラントは、基地局側でｅＣＣＡにパスしたチャネ
ルをカバーし得、第２のＵＬグラントは、日和見的なチャネル（例えば、基地局側でＣＣ
Ａにパスしたが、ｅＣＣＡにパスしていないチャネル）をカバーし得る。これらグラント
は、２つのセットのチャネルの異なる信頼性を反映し得、異なる変調およびコーディング
スキーム（ＭＣＳ）を使用し得る。
【００２７】
　[0035]本開示の態様は、ワイヤレス通信システムのコンテキストにおいて、最初に説明
される。アップリンクグラントおよび関連付けられたアップリンク送信の異なる例を表す
、いくつかのグラント構成が説明される。本開示の態様はさらに、ＥＣＣのための日和見
的な拡張されたチャネルアップリンクグラントに関連する装置図、システム図、およびフ
ローチャートによって例示され、またそれらを参照して説明される。
【００２８】
　[0036]図１は、本開示の様々な態様によるワイヤレス通信システム１００の例を例示す
る。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５、ＵＥ１１５、およびコアネットワ
ーク１３０を含む。いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００は、ロングターム
エボリューション（ＬＴＥ（登録商標））／ＬＴＥ－アドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）ネット
ワークであり得る。ワイヤレス通信システム１００は、変更された（modified）ＬＢＴプ
ロシージャに基づいて、ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチャネルＵＬグラントをサ
ポートし得る。
【００２９】
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　[0037]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レスに通信し得る。各基地局１０５は、それぞれの地理的なカバレッジエリア１１０に対
して通信カバレッジを提供し得る。ワイヤレス通信システム１００において示される通信
リンク１２５は、ＵＥ１１５から基地局１０５へのＵＬ送信、または基地局１０５からＵ
Ｅ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信シス
テム１００全体にわたって分散され得、各ＵＥ１１５は、固定またはモバイルであり得る
。ＵＥ１１５はまた、モバイル局、加入者局、遠隔ユニット、ワイヤレスデバイス、アク
セス端末（ＡＴ）、ハンドセット、ユーザエージェント、クライアント、または同様の専
門用語で呼ばれ得る。ＵＥ１１５はまた、セルラ電話、ワイヤレスモデム、ハンドヘルド
デバイス、パーソナルコンピュータ、タブレット、パーソナル電子デバイス、マシンタイ
プ通信（ＭＴＣ：machine type communication）デバイスまたは同様のものであり得る。
【００３０】
　[0038]基地局１０５は、コアネットワーク１３０と、および互いに通信し得る。例えば
、基地局１０５は、バックホールリンク１３２（例えば、Ｓ１、等）を通じて、コアネッ
トワーク１３０とインターフェースし得る。基地局１０５は、（例えば、コアネットワー
ク１３０を通じて）直接的にまたは間接的にのいずれかで、バックホールリンク１３４（
例えば、Ｘ２、等）を介して互いに通信し得る。基地局１０５は、ＵＥ１１５との通信の
ために無線構成（radio configuration）およびスケジューリングを実行し得るか、また
は基地局コントローラ（図示せず）の制御下で動作し得る。いくつかの例では、基地局１
０５は、マクロセル、スモールセル、ホットスポット、または同様のものであり得る。基
地局１０５はまた、ｅノードＢ（ｅＮＢ）１０５と呼ばれ得る。
【００３１】
　[0039]いくつかのケースでは、ＵＥ１１５または基地局１０５は、共有またはアンライ
センス（unlicensed）周波数スペクトルにおいて動作し得る。これらのデバイスは、チャ
ネルが利用可能であるかどうかを決定するために、通信するより前にＣＣＡを実行し得る
。ＣＣＡは、その他任意の（any other）アクティブな送信が存在するかどうかを決定す
るためのエネルギー検出プロシージャを含み得る。例えば、デバイスは、電力メーターの
受信信号強度インジケーション（ＲＳＳＩ）における変化が、チャネルが占有されている
ことを示すと推測（infer）し得る。具体的には、ある特定の帯域幅に集中され、所定の
ノイズフロア(noise floor)を超える信号電力は、別のワイヤレス送信機を示し得る。Ｃ
ＣＡはまた、チャネルの使用を示す特定のシーケンスの検出を含み得る。例えば、別のデ
バイスは、データシーケンスを送信するより前に、特定のプリアンブルを送信し得る。い
くつかのケースでは、拡張されたＣＣＡ（ｅＣＣＡ）は、チャネルに近隣デバイスからの
干渉がないかどうかを決定するために使用され得る。ｅＣＣＡは、複数のＣＣＡプロシー
ジャを実行することを含み得る。ＣＣＡがパスするたびに、カウンタが低減され得る。カ
ウンタが特定のチャネルについてゼロに達した場合、ｅＣＣＡは、そのチャネルについて
パスしたと決定され得る。
【００３２】
　[0040]いくつかのケースでは、ワイヤレス通信システム１００は、１つまたは複数の拡
張されたコンポーネントキャリア（ＥＣＣ）を利用し得る。ＥＣＣは、柔軟な帯域幅、異
なる送信時間間隔（ＴＴＩ）、および変更された制御チャネル構成を含む、１つまたは複
数の特徴によって特徴付けられ得る。いくつかのケースでは、ＥＣＣは、（例えば、複数
のサービングセルが準最適(suboptimal)のバックホールリンクを有するとき）デュアルコ
ネクティビティ(dual connectivity)構成またはキャリアアグリゲーション（ＣＡ）構成
に関連付けられ得る。ＥＣＣはまた、（例えば、１より多くのオペレータがスペクトルを
使用することをライセンスされている）共有スペクトルまたはアンライセンススペクトル
における使用のために構成され得る。柔軟な帯域幅によって特徴付けられるＥＣＣは、（
例えば、電力を節約するために）制限された帯域幅を使用することを好むか、または帯域
幅全体をモニタすることが可能でないＵＥ１１５によって利用され得る１つまたは複数の
セグメントを含み得る。
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【００３３】
　[0041]いくつかのケースでは、ＥＣＣは、他のコンポーネントキャリア（ＣＣ）とは異
なるＴＴＩ長を利用し得、それは、他のＣＣのＴＴＩと比較して、低減されたまたは可変
のシンボル持続時間の使用を含み得る。シンボル持続時間は、いくつかのケースでは、同
じままであり得るが、各シンボルは、別個のＴＴＩを表し得る。いくつかの例では、ＥＣ
Ｃは、異なるＴＴＩ長に関連付けられた複数の階層的レイヤを含み得る。例えば、１つの
階層的レイヤにおけるＴＴＩが、均一な１ｍｓのサブフレームに対応し得る一方で、第２
のレイヤでは、可変長のＴＴＩが、短い持続時間のシンボル期間のバーストに対応し得る
。いくつかのケースでは、より短いシンボル持続時間がまた、増大されたサブキャリア間
隔(increased subcarrier spacing)に関連付けられ得る。低減されたＴＴＩ長と併せて、
ＥＣＣは、ダイナミック時分割複信（ＴＤＤ）動作を利用し得る（すなわち、それは、ダ
イナミックな状態（conditions）に従って、短いバーストについてＤＬ動作からＵＬ動作
に切り替わり得る）。柔軟な帯域幅および可変のＴＴＩは、変更された制御チャネル構成
に関連付けられ得る（例えば、ＥＣＣは、ＤＬ制御情報のために拡張された物理ダウンリ
ンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）を利用し得る）。
【００３４】
　[0042]例えば、ＥＣＣの１つまたは複数の制御チャネルは、柔軟な帯域幅使用に合わせ
て（accommodate）、周波数分割多重化（ＦＤＭ）スケジューリングを利用し得る。他の
制御チャネルの変更は、異なる間隔で送信される制御チャネル、または（例えば、可変長
のＵＬおよびＤＬバーストの長さを示すための、または発展型マルチメディアブロードキ
ャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）スケジューリングのための）追加の制御チ
ャネルの使用を含む。ＥＣＣはまた、変更されたまたは追加のハイブリッド自動再送要求
（ＨＡＲＱ）関連制御情報を含み得る。
【００３５】
　[0043]したがって、ワイヤレス通信システム１００は、送信より前にＬＢＴプロシージ
ャを利用し得る。基地局１０５が、１つのチャネルではｅＣＣＡにパスし、別のチャネル
では単一のＣＣＡにパスし得る。その後、基地局１０５は、ＵＥ１１５が両方のチャネル
上で送信するためのグラントを送り得る。ＵＥ１１５は、グラントを受信し、第１のチャ
ネルでは単一のＣＣＡおよび第２のチャネルではｅＣＣＡにパスし得る。その後、ＵＥ１
１５は、第１のチャネルと第２のチャネルの両方の上でアップリンク情報を送信し得る。
すなわち、基地局１０５は、たとえそれが基地局１０５においてｅＣＣＡにパスしていな
かったとしても、第２のチャネル上で送信するための日和見的なグラントを送り得る。そ
の後、ＵＥ１１５は、そのチャネルを、それがｅＣＣＡにパスした場合に使用し得る。
【００３６】
　[0044]図２は、ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチャネルアップリンクグラントの
ためのワイヤレス通信システム２００の例を例示する。ワイヤレス通信システム２００は
、基地局１０５－ａと、ＵＥ１１５－ａ、１１５－ｂ、および１１５－ｃとを含み得、こ
れらは、図１を参照して説明された対応するデバイスの例であり得る。ワイヤレス通信シ
ステム２００は、変更されたＬＢＴプロシージャに基づいて、ＥＣＣのための日和見的な
拡張されたチャネルＵＬグラントをサポートし得る。
【００３７】
　[0045]すなわち、ワイヤレス通信システム２００は、コンテンションベースのシステム
における動作をサポートし得る。したがって、基地局１０５－ａおよびＵＥ１１５－ａは
、送信するより前にＬＢＴプロシージャを利用し得る。例えば、基地局１０５－ａまたは
ＵＥ１１５－ａは、しきい値エネルギーレベルを検出することによって、チャネルに対し
てＣＣＡを実行し得る。いくつかのケースでは、基地局１０５－ａまたはＵＥ１１５－ａ
は、複数のＣＣＡ測定を含むｅＣＣＡを実行し得る。例えば、カウンタが、チャネルが利
用可能であることを決定する前に、十分な数のＣＣＡの試みがパスしたかどうかを決定す
るために使用され得る。
【００３８】
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　[0046]いくつかのケースでは、基地局１０５－ａは、ＵＥ１１５－ａによるアップリン
ク送信についてのチャネルの可用性を決定するために、ｅＣＣＡを実行し得る。他の近隣
デバイス（例えば、ＵＥ１１５－ｂまたはＵＥ１１５－ｃ）は、基地局１０５－ａによっ
て使用されることになる（to be used）（１つまたは複数の）チャネル上で送信している
ことがあり得、これは、２つのデバイスが同時に送信する場合、干渉を引き起こし得る。
したがって、基地局１０５－ａは、各チャネルに対してｅＣＣＡを試み、利用可能である
それらのチャネルについてのグラントを送り得る。基地局１０５－ａは、ｅＣＣＡにパス
したチャネル上で、短いＤＬバースト中でＵＬグラントを送信し得る。ＵＥ１１５－ａが
ＵＬグラントを受信すると、それは、ＵＬ送信の前に、グラントされたチャネルに対して
再びｅＣＣＡを実行することはできない（may not perform）。代わりに、ＵＥ１１５－
ａは、これらのチャネルにわたって単一のＣＣＡを実行し得、ＣＣＡがパスした場合、Ｕ
Ｅ１１５－ａは、そのチャネル上でデータを送信し得る。いくつかのケースでは、ＵＥ１
１５－ａは、それらの全てがＣＣＡにパスしたわけではない場合、グラントされたチャネ
ルのサブセット上で送信し得る。ＵＥ１１５－ａは、ＣＣＡがパスしなかった場合、グラ
ントされたチャネルに対してｅＣＣＡを実行し、グラントの終了より前に、ｅＣＣＡがパ
スした場合、そのチャネル上で送信し得る。
【００３９】
　[0047]いくつかのケースでは、基地局１０５－ａは、ｅＣＣＡがあるチャネルについて
はフェイルしたと決定し得るが、このチャネルは、ＵＥ１１５－ａの観点からは利用可能
であり得る。すなわち、グラントの送信時には、各チャネルについて３つの可能な状態が
あり得る：ｅＣＣＡが基地局１０５－ａ側でパスした；ｅＣＣＡが基地局１０５－ａ側で
フェイルしたが、ＣＣＡがパスした；またはＣＣＡ（およびｅＣＣＡ）がフェイルした。
したがって、いくつかのケースでは、基地局１０５－ａは、ｅＣＣＡにパスしたチャネル
を検査（check out）し得、これらのチャネル上でＵＬグラントを送り得る。しかしなが
ら、ＵＬグラントはまた、ｅＣＣＡにフェイルしたが、ＣＣＡにパスしたチャネルにおけ
るリソースを示し得る。これらは、日和見的なグラントとして知られ得る。
【００４０】
　[0048]ＵＥ１１５－ａは、グラントを受信し、グラントを送信するために使用された（
１つまたは複数の）チャネルと、グラントされたチャネルとを比較し得る。グラントされ
かつＤＬバースト中で使用されているチャネルについては、ＵＥ１１５－ａは、それらチ
ャネルが基地局１０５－ａにおいてｅＣＣＡにパスしたと仮定し得、単一のＣＣＡを実行
した後に、それらを使用し得る。いくつかの他のケースでは、ＵＥ１１５－ａは、グラン
トされたが、グラントを送信するために基地局１０５－ａによって使用されなかったチャ
ネルは、基地局１０５－ａにおいてｅＣＣＡにパスしなかったと仮定し得る。すなわち、
ＵＥ１１５－ａは、ＵＥ１１５－ａ側でｅＣＣＡがパスする（すなわち、ＣＣＡカウンタ
が０に達する）かどうかを決定するために、これらのチャネルをモニタし得る。ｅＣＣＡ
がパスした場合、ＵＥ１１５－ａは、グラントに従ってアップリンクデータを送信し得る
。チャネルについてのＵＥ１１５－ａのｅＣＣＡカウンタが小さい（small）場合、基地
局１０５－ａのＤＬバーストと、グラントされたＵＬバーストとの間の余分の時間は、ｅ
ＣＣＡカウンタを０までカウントダウンさせるのに十分であり得る。したがって、ＵＥ１
１５－ａは、たとえ基地局１０５－ａがそうでなかったとしても（did not）、それらの
チャネルでのｅＣＣＡにパスし得、アップリンクデータを送信するために、これらのチャ
ネルを使用し得る。
【００４１】
　[0049]したがって、マルチチャネル動作では、キャリアについてのＬＢＴ状態は、日和
見的な拡張されたチャネルグラントが使用されるべきかどうかを決定するために使用され
得る。ここでＬＢＴ状態は、１つまたは複数のＣＣＡの試みに基づくＣＣＡステータスお
よびｅＣＣＡ動作についてのカウンタの数（counter number）を含み得る。
【００４２】
　[0050]基地局１０５－ａは、ＵＥ１１５－ａ側でのチャネルの将来の可用性を推定する
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ために、ＣＣＡステータスを使用し得る。例えば、あるチャネルに対する最新のＣＣＡが
フェイルした場合、そのチャネル上では干渉が残っていることが予期されるので、そのチ
ャネルを回避することが適切であり得る。最新のＣＣＡがパスし、チャネルのためのｅＣ
ＣＡカウンタがゼロに近い場合、ＵＥ１１５－ａがそれ自体でこのチャネルを空き（clea
r）にすることができる可能性が高くなり得る。最新のＣＣＡがパスし、チャネルのため
のｅＣＣＡカウンタがゼロから遠い場合、ＵＥ１１５－ａは、このチャネルを空きにする
可能性が低くなり得、拡張されたチャネルグラントは、役立たないことがあり得る。いく
つかのケースでは、ＵＥ側のｅＣＣＡは、干渉源（例えば、ＵＥ１１５－ｂ）が基地局１
０５－ａにより近い場合、著しく異なり得る。
【００４３】
　[0051]ＵＥ１１５－ａが、スケジュールされたＵＬバーストの前に、ＣＣＡにフェイル
した場合、それは、ｅＣＣＡを始め得、グラントされたＵＬバーストが終了する前にｅＣ
ＣＡがパスした場合、送信することを開始し得る。ＵＥ１１５－ａがいくつかのチャネル
でＣＣＡにパスしたが、いくつかのチャネルがｅＣＣＡにパスしなかった場合、ＵＥ１１
５－ａは、より多くのチャネルを使用するために、ｅＣＣＡがパスするまで待つことを選
び得る。しかしながら、待つことは、ＣＣＡにパスしたチャネルを失う可能性を増大させ
得る。
【００４４】
　[0052]いくつかの他のケースでは、２つのＵＬグラントが、ＵＥ１１５－ａのためのＤ
Ｌバースト中で送信され得る。第１のＵＬグラントは、基地局１０５－ａ側でｅＣＣＡに
パスしたチャネルをカバーし得、第２のＵＬグラントは、日和見的なチャネル（例えば、
基地局１０５－ａ側でＣＣＡにパスしたが、ｅＣＣＡにパスしていないチャネル）をカバ
ーし得る。これらグラントは、それらによってグラントされる２つのセットのチャネルの
異なる信頼性を反映し得る。例えば、これらグラントは、異なるＭＣＳを使用し得る。
【００４５】
　[0053]図３Ａ、図３Ｂ、および図３Ｃは、ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチャネ
ルアップリンクグラントのためのグラント構成(grant configurations)３０１、３０２、
および３０３の例を例示する。いくつかのケースでは、グラント構成３０１－３０３は、
図１－図２を参照して説明されたような、ＵＥ１１５または基地局１０５によって実行さ
れる技法の態様を表し得る。
【００４６】
　[0054]グラント構成３０１では、干渉は、基地局１０５によって検出され得、ＵＥ１１
５は、それに気づかないことがあり得る（may not see it）。干渉に基づいて、基地局１
０５は、ｅＣＣＡにフェイルしたチャネルについてのＵＬグラントを送ることを控え得る
。
【００４７】
　[0055]すなわち、基地局１０５は、複数のチャネル（例えば、第１のチャネル３０５－
ａ、第２のチャネル３０５－ｂ、第３のチャネル３０５－ｃ、および第４のチャネル３０
５－ｄ）に対してｅＣＣＡを実行し得る。基地局１０５において、第１のチャネル３０５
－ａおよび第３のチャネル３０５－ｃは、（ＣＣＡ３１０－ａを含む）ｅＣＣＡ３１５－
ａにパスし、第２のチャネル３０５－ｂは、（ＣＣＡ３１０－ｂにパスしたにもかかわら
ず）ｅＣＣＡ３１５－ｂにフェイルする。
【００４８】
　[0056]基地局１０５は、その上でＵＬグラントとともに（with）ＤＬバースト３２０－
ａを送信することによって、第１のチャネル３０５－ａおよび第３のチャネル３０５－ｃ
を検査し得る。ＵＬグラントは、第１のチャネル３０５－ａおよび第３のチャネル３０５
－ｃをカバーし得る。基地局１０５は、ＵＥ１１５からＵＬ送信３２５－ａを受信し得る
。
【００４９】
　[0057]ＵＥ１１５において、第１のチャネル３０５－ａおよび第３のチャネル３０５－
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ｃは、ｅＣＣＡ３１５－ｃにパスする。ＵＥ１１５は、ＵＬグラントを受信し得、第１の
チャネル３０５－ａおよび第３のチャネル３０５－ｃに対して単一のＣＣＡ３１０－ｃを
実行し得る。成功したＣＣＡ３１０－ｃに続いて、ＵＥ１１５は、ＵＬ送信３２５－ｂを
通じて、第１のチャネル３０５－ａおよび第３のチャネル３０５－ｃ上でＵＬデータを送
信し得る。
【００５０】
　[0058]グラント構成３０２では、干渉は、基地局１０５によって検出され得、ＵＥ１１
５は、それに気づかないことがあり得る。しかしながら、基地局１０５は、ｅＣＣＡにパ
スしたことに基づいて、日和見的なグラントを送信し得る。
【００５１】
　[0059]基地局１０５は、複数のチャネル（例えば、第１のチャネル３０５－ｅ、第２の
チャネル３０５－ｆ、第３のチャネル３０５－ｇ、および第４のチャネル３０５－ｈ）に
対してｅＣＣＡを実行し得る。第１のチャネル３０５－ｅおよび第３のチャネル３０５－
ｇは、（ＣＣＡ３１０－ｄを含む）ｅＣＣＡ３１５－ｄにパスし、第２のチャネル３０５
－ｆは、ｅＣＣＡ３１５－ｅにフェイルするが、ＣＣＡ３１０－ｅにパスし得る。
【００５２】
　[0060]基地局１０５は、その上でＵＬグラントとともにＤＬバースト３２０－ｂを送信
することによって、第１のチャネル３０５－ｅおよび第３のチャネル３０５－ｇを検査し
得、第２のチャネル３０５－ｆは、ＤＬバースト３２０－ｂを通じて送信されるＵＬグラ
ント中に含まれ得る。基地局１０５は、ＵＥ１１５からＵＬ送信３２５－ｃおよびＵＬ送
信３２５－ｄを受信し得る。
【００５３】
　[0061]ＵＥ１１５において、第１のチャネル３０５－ｅおよび第３のチャネル３０５－
ｇは、ｅＣＣＡ３１５－ｆにパスする。ＵＥ１１５は、ＵＬグラントを受信し得、第１の
チャネル３０５－ｅおよび第３のチャネル３０５－ｇに対して単一のＣＣＡ３１０－ｆを
実行し得、それはまた、第２のチャネル３０５－ｆに対してｅＣＣＡ３１５－ｇを実行し
得る。成功したｅＣＣＡ３１５－ｆに続いて、ＵＥ１１５は、ＵＬ送信３２５－ｅを通じ
て、第１のチャネル３０５－ｅおよび第３のチャネル３０５－ｇ上でＵＬデータを送信し
得る。いくつかのケースでは、第２のチャネル３０５－ｆでの成功したｅＣＣＡ３１５－
ｇに続いて、ＵＥ１１５はまた、ＵＬ送信３２５－ｆを通じて、第２のチャネル３０５－
ｆ上でデータを送信し得る。
【００５４】
　[0062]グラント構成３０３では、干渉は、基地局１０５とＵＥ１１５の両方によって検
出され得る。基地局１０５は、日和見的なグラントを送信し得るが、ＵＥ１１５は、それ
がｅＣＣＡにパスするまで、送信することを控え得る。
【００５５】
　[0063]基地局１０５は、複数のチャネル（例えば、第１のチャネル３０５－ｉ、第２の
チャネル３０５－ｊ、第３のチャネル３０５－ｋ、および第４のチャネル３０５－ｌ）に
対してｅＣＣＡを実行し得る。第１のチャネル３０５－ｉおよび第３のチャネル３０５－
ｋは、（ＣＣＡ３１０－ｇを含む）ｅＣＣＡ３１５－ｈにパスし、第２のチャネル３０５
－ｊは、ｅＣＣＡ３１５－ｉにフェイルするが、ＣＣＡ３１０－ｈにパスし得る。
【００５６】
　[0064]基地局１０５は、その上でＵＬグラントとともにＤＬバースト３２０－ｃを送信
することによって、第１のチャネル３０５－ｉおよび第３のチャネル３０５－ｋを検査し
得、第２のチャネル３０５－ｊは、ＤＬバースト３２０－ｃを通じて送信されるＵＬグラ
ント中に含まれ得る。基地局１０５は、ＵＥ１１５からＵＬ送信３２５－ｇを受信し得る
。
【００５７】
　[0065]ＵＥ１１５において、第１のチャネル３０５－ｉおよび第３のチャネル３０５－
ｋは、ｅＣＣＡ３１５－ｊにパスし、第２のチャネル３０５－ｊは、ｅＣＣＡ３１５－ｋ
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にフェイルする。ＵＥ１１５は、ＵＬグラントを受信し得、第１のチャネル３０５－ｉお
よび第３のチャネル３０５－ｋに対して単一のＣＣＡ３１０－ｉを実行し得、それはまた
、第２のチャネル３０５－ｊに対してｅＣＣＡ３１５－ｌを実行し得る。成功したＣＣＡ
３１０－ｆに続いて、ＵＥ１１５は、ＵＬ送信３２５－ｈを通じて、第１のチャネル３０
５－ｉおよび第３のチャネル３０５－ｋ上でＵＬデータを送信し得る。いくつかのケース
では、ｅＣＣＡ３１５－ｌは、第２のチャネル３０５－ｊ上で成功しないことがあり得、
ＵＥ１１５は、第２のチャネル３０５－ｊ上でデータを送信しないことがあり得る。
【００５８】
　[0066]図４は、本開示の様々な態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチャ
ネルアップリンクグラントのためのプロセスフロー４００の例を例示する。プロセスフロ
ー４００は、基地局１０５－ｂおよびＵＥ１１５－ｄを含み得、これらは、図１－図２を
参照して説明された対応するデバイスの例であり得る。
【００５９】
　[0067]ステップ４０５において、基地局１０５－ｂは、各チャネルに対してｅＣＣＡを
実行することによって、第１のチャネル（Ｃｈ１）および第２のチャネル（Ｃｈ２）の可
用性を決定し得る。ｅＣＣＡは、第１のチャネルではパスし、第２のチャネルではフェイ
ルし得る。ステップ４１０において、基地局１０５－ｂは、第２のチャネルに対して単一
のＣＣＡを実行し得る。したがって、基地局１０５－ｂは、第１のチャネルに対する第１
のｅＣＣＡチェックが成功でありかつ第２のチャネルに対する第２のｅＣＣＡチェックが
不成功であることを決定し得る。
【００６０】
　[0068]ステップ４１５において、ＵＬグラントが、ＵＥ１１５－ｄへ第１のチャネル上
で送られ得る。ＵＬグラントはまた、第２のチャネルが、ｅＣＣＡにフェイルしたが、Ｃ
ＣＡにパスし得たかどうかを示し得る。したがって、ＵＥ１１５－ｄは、第１のチャネル
上でスケジューリングメッセージを受信し得、スケジューリングメッセージは、第１のチ
ャネルおよび第２のチャネルを識別する。
【００６１】
　[0069]ステップ４２０において、ＵＥ１１５－ｄは、ＵＬグラントを受信し得、第１の
チャネルに対して単一のＣＣＡを実行し得る。したがって、ＵＥ１１５－ｄは、第１のチ
ャネル上でスケジューリングメッセージを受信することに基づいて、第１のチャネルに対
して第１のチャネルクリアランスプロシージャを実行し得る。第１のチャネルクリアラン
スプロシージャは、単一のＣＣＡチェックを実行することと、その後、単一のＣＣＡチェ
ックが不成功であった場合、ｅＣＣＡチェックを実行することとを含み得る。
【００６２】
　[0070]ステップ４２５において、ＵＥ１１５－ｄは、第２のチャネルに対してｅＣＣＡ
を実行し得る。したがって、ＵＥ１１５－ｄは、スケジューリングメッセージが第２のチ
ャネル上で受信されていないと決定することに基づいて、第２のチャネルに対して第２の
チャネルクリアランスプロシージャを実行し得る。単一のＣＣＡチェックは、単一のＣＣ
Ａに基づいて、第１のチャネルが空いているかどうかを決定することを含み得る。いくつ
かのケースでは、第２のチャネルクリアランスプロシージャは、単一のＣＣＡチェックで
は、第２のチャネルへのアクセスを得るのに十分ではないと決定することに依存し得る。
すなわち、ＵＥ１１５－ｄは、グラントが第２のチャネル上で送信されなかったことを認
識し、それに応じて異なる（拡張された）チャネルプロシージャを選択し得る。
【００６３】
　[0071]ステップ４３０において、ＵＥ１１５－ｄは、ＵＬ送信を、（ステップ４２０が
成功であった場合は）第１のチャネル上で、および（ステップ４２５が成功であった場合
は）第２のチャネル上で実行し得る。したがって、ＵＥ１１５－ｄは、第１のチャネルク
リアランスプロシージャに基づいて、第１のチャネル上でアップリンクデータを送信し得
、第２のチャネルクリアランスプロシージャに基づいて、第２のチャネル上でアップリン
クデータを送信し得る。
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【００６４】
　[0072]図５は、本開示の様々な態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチャ
ネルアップリンクグラントをサポートするワイヤレスデバイス５００のブロック図を示す
。ワイヤレスデバイス５００は、図１および図２を参照して説明されたＵＥ１１５の態様
の例であり得る。ワイヤレスデバイス５００は、受信機５０５、日和見的なグラントマネ
ージャ５１０、および送信機５１５を含み得る。ワイヤレスデバイス５００はまた、プロ
セッサを含み得る。これらのコンポーネントの各々は、互いと通信状態にあり得る。
【００６５】
　[0073]受信機５０５は、様々な情報チャネル（例えば、ＥＣＣのための日和見的な拡張
されたチャネルアップリンクグラントに関連する情報、データチャネル、および制御チャ
ネル、等）に関連付けられた制御情報、ユーザデータ、またはパケットのような情報を受
信し得る。情報は、デバイスの他のコンポーネントへと渡され（passed）得る。受信機５
０５は、図８を参照して説明されるトランシーバ８２５の態様の例であり得る。
【００６６】
　[0074]日和見的なグラントマネージャ５１０は、第１のチャネル上でスケジューリング
メッセージを受信し、スケジューリングメッセージは、第１のチャネルおよび第２のチャ
ネルを識別し、第１のチャネル上でスケジューリングメッセージを受信することに少なく
とも部分的に基づいて、第１のチャネルに対して第１のチャネルクリアランスプロシージ
ャを実行し、スケジューリングメッセージが第２のチャネル上で受信されていないと決定
することに少なくとも部分的に基づいて、第２のチャネルに対して第２のチャネルクリア
ランスプロシージャを実行し得る。日和見的なグラントマネージャ５１０はまた、図８を
参照して説明される日和見的なグラントマネージャ８０５の態様の例であり得る。
【００６７】
　[0075]送信機５１５は、ワイヤレスデバイス５００の他のコンポーネントから受信され
る信号を送信し得る。いくつかの例では、送信機５１５は、トランシーバモジュールにお
いて受信機とコロケート（collocated）され得る。例えば、送信機５１５は、図８を参照
して説明されるトランシーバ８２５の態様の例であり得る。送信機５１５は、単一のアン
テナを含み得るか、またはそれは、複数のアンテナを含み得る。
【００６８】
　[0076]図６は、本開示の様々な態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチャ
ネルアップリンクグラントをサポートするワイヤレスデバイス６００のブロック図を示す
。ワイヤレスデバイス６００は、図１、図２および図５を参照して説明されたワイヤレス
デバイス５００またはＵＥ１１５の態様の例であり得る。ワイヤレスデバイス６００は、
受信機６０５、日和見的なグラントマネージャ６１０および送信機６３０を含み得る。ワ
イヤレスデバイス６００はまた、プロセッサを含み得る。これらのコンポーネントの各々
は、互いと通信状態にあり得る。
【００６９】
　[0077]受信機６０５は、デバイスの他のコンポーネントへと渡され得る情報を受信し得
る。受信機６０５はまた、図５の受信機５０５を参照して説明された機能を実行し得る。
受信機６０５は、図８を参照して説明されるトランシーバ８２５の態様の例であり得る。
【００７０】
　[0078]日和見的なグラントマネージャ６１０は、図５を参照して説明された日和見的な
グラントマネージャ５１０の態様の例であり得る。日和見的なグラントマネージャ６１０
は、スケジューリングメッセージコンポーネント６１５、第１のチャネルクリアランスコ
ンポーネント６２０および第２のチャネルクリアランスコンポーネント６２５を含み得る
。日和見的なグラントマネージャ６１０は、図８を参照して説明される日和見的なグラン
トマネージャ８０５の態様の例であり得る。
【００７１】
　[0079]スケジューリングメッセージコンポーネント６１５は、第１のチャネル上でスケ
ジューリングメッセージを受信し得、スケジューリングメッセージは、第１のチャネルお
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よび第２のチャネルを識別する。いくつかのケースでは、スケジューリングメッセージは
、第１のチャネルについての第１のアップリンクグラントおよび第２のチャネルについて
の第２のアップリンクグラントを含む。
【００７２】
　[0080]第１のチャネルクリアランスコンポーネント６２０は、第１のチャネル上でスケ
ジューリングメッセージを受信することに少なくとも部分的に基づいて、第１のチャネル
に対して第１のチャネルクリアランスプロシージャを実行し得る。いくつかのケースでは
、第１のチャネルクリアランスプロシージャを実行することは、単一の空きチャネル判定
チェックを実行することと、単一の空きチャネル判定チェックが不成功であった場合、ｅ
ＣＣＡチェックを実行することとを含む。
【００７３】
　[0081]第２のチャネルクリアランスコンポーネント６２５は、スケジューリングメッセ
ージが第２のチャネル上で受信されていないと決定することに少なくとも部分的に基づい
て、第２のチャネルに対して第２のチャネルクリアランスプロシージャを実行し得る。い
くつかのケースでは、第２のチャネルクリアランスプロシージャを実行することは、単一
の空きチャネル判定チェックでは、第２のチャネルへのアクセスを得るのに十分ではない
と決定することを含む。
【００７４】
　[0082]送信機６３０は、ワイヤレスデバイス６００の他のコンポーネントから受信され
る信号を送信し得る。いくつかの例では、送信機６３０は、トランシーバモジュールにお
いて受信機とコロケートされ得る。例えば、送信機６３０は、図８を参照して説明される
トランシーバ８２５の態様の例であり得る。送信機６３０は、単一のアンテナを利用し得
るか、またはそれは、複数のアンテナを利用し得る。
【００７５】
　[0083]図７は、ワイヤレスデバイス５００またはワイヤレスデバイス６００の対応する
コンポーネントの例であり得る日和見的なグラントマネージャ７００のブロック図を示す
。すなわち、日和見的なグラントマネージャ７００は、図５および図６を参照して説明さ
れた日和見的なグラントマネージャ５１０または日和見的なグラントマネージャ６１０の
態様の例であり得る。日和見的なグラントマネージャ７００はまた、図８を参照して説明
される日和見的なグラントマネージャ８０５の態様の例であり得る。
【００７６】
　[0084]日和見的なグラントマネージャ７００は、スケジューリングメッセージコンポー
ネント７０５、第１のチャネルクリアランスコンポーネント７１０、ＣＣＡコンポーネン
ト７１５、アップリンクデータコンポーネント７２０、ｅＣＣＡコンポーネント７２５お
よび第２のチャネルクリアランスコンポーネント７３０を含み得る。これらのモジュール
の各々は、（例えば、１つまたは複数のバスを介して）互いと直接的にまたは間接的に通
信し得る。
【００７７】
　[0085]スケジューリングメッセージコンポーネント７０５は、第１のチャネル上でスケ
ジューリングメッセージを受信し得、スケジューリングメッセージは、第１のチャネルお
よび第２のチャネルを識別する。いくつかのケースでは、スケジューリングメッセージは
、第１のチャネルについての第１のアップリンクグラントおよび第２のチャネルについて
の第２のアップリンクグラントを含む。
【００７８】
　[0086]第１のチャネルクリアランスコンポーネント７１０は、第１のチャネル上でスケ
ジューリングメッセージを受信することに少なくとも部分的に基づいて、第１のチャネル
に対して第１のチャネルクリアランスプロシージャを実行し得る。いくつかのケースでは
、第１のチャネルクリアランスプロシージャを実行することは、単一の空きチャネル判定
チェックを実行することと、単一の空きチャネル判定チェックが不成功であった場合、ｅ
ＣＣＡチェックを実行することとを含む。
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【００７９】
　[0087]ＣＣＡコンポーネント７１５は、単一の空きチャネル判定チェックを実行するこ
とが、単一の空きチャネル判定に少なくとも部分的に基づいて、第１のチャネルが空いて
いるかどうかを決定することを含むように構成され得る。
【００８０】
　[0088]アップリンクデータコンポーネント７２０は、第１のチャネルクリアランスプロ
シージャに少なくとも部分的に基づいて、第１のチャネル上でアップリンクデータを送信
し、第２のチャネルクリアランスプロシージャに少なくとも部分的に基づいて、第２のチ
ャネル上でアップリンクデータを送信し得、ここにおいて、送信されたアップリンクデー
タは、第１のチャネル、第２のチャネル、または両方が使用されているかどうかのインジ
ケーションを含む。いくつかのケースでは、第１のアップリンクグラントの第１の変調お
よびコーディングスキームは、第２のアップリンクグラントの第２の変調およびコーディ
ングスキームとは異なる。
【００８１】
　[0089]ｅＣＣＡコンポーネント７２５は、第２のチャネルクリアランスプロシージャを
実行することが、ｅＣＣＡチェックを実行することを含むように構成され得る。
【００８２】
　[0090]第２のチャネルクリアランスコンポーネント７３０は、第２のチャネルクリアラ
ンスプロシージャを実行することが、ｅＣＣＡチェックを実行することを含むように構成
され得る。
【００８３】
　[0091]図８は、本開示の様々な態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチャ
ネルアップリンクグラントをサポートするデバイスを含むシステム８００の図を示す。例
えば、システム８００は、ＵＥ１１５－ｅを含み得、それは、図１、図２および図５～図
７を参照して説明されたようなワイヤレスデバイス５００、ワイヤレスデバイス６００、
またはＵＥ１１５の例であり得る。ＵＥ１１５－ｅはまた、日和見的なグラントマネージ
ャ８０５、プロセッサ８１０、メモリ８１５、トランシーバ８２５、アンテナ８３０およ
びＥＣＣモジュール８３５を含み得る。これらのモジュールの各々は、（例えば、１つま
たは複数のバスを介して）互いと直接的にまたは間接的に通信し得る。日和見的なグラン
トマネージャ８０５は、図５～図７を参照して説明されたような日和見的なグラントマネ
ージャの例であり得る。
【００８４】
　[0092]プロセッサ８１０は、インテリジェントハードウェアデバイス（例えば、中央処
理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、等
）を含み得る。メモリ８１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読取専用メモ
リ（ＲＯＭ）を含み得る。メモリ８１５は、実行されると、プロセッサに、ここで説明さ
れた様々な機能（例えば、ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチャネルアップリンクグ
ラント、等）を実行することを行わせる命令を含むコンピュータ可読で、コンピュータ実
行可能なソフトウェアを記憶し得る。いくつかのケースでは、ソフトウェア８２０は、プ
ロセッサによって直接的に実行可能でないことがあり得るが、（例えば、コンパイルされ
、実行されると）コンピュータに、ここで説明された機能を実行することを行わせ得る。
【００８５】
　[0093]トランシーバ８２５は、上記で説明されたように、１つまたは複数のネットワー
クと、１つまたは複数のアンテナ、ワイヤードリンク、またはワイヤレスリンクを介して
、双方向に通信し得る。例えば、トランシーバ８２５は、基地局１０５またはＵＥ１１５
と双方向に通信し得る。トランシーバ８２５はまた、パケットを変調して、変調されたパ
ケットを送信のためにアンテナに提供するためと、アンテナから受信されたパケットを復
調するためのモデムを含み得る。いくつかのケースでは、ワイヤレスデバイスは、単一の
アンテナ８３０を含み得る。しかしながら、いくつかのケースでは、デバイスは、１つよ
り多くのアンテナ８３０を有し得、それらは、複数のワイヤレス送信を同時並行（concur
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rently）に送信または受信することが可能であり得る。
【００８６】
　[0094]ＥＣＣモジュール８３５は、多数のＣＣを使用するか、低減されたＴＴＩまたは
サブフレームの持続時間を使用するか、あるいは共有またはアンライセンススペクトルを
使用する通信のようなＥＣＣを使用する動作を可能にし得る。
【００８７】
　[0095]図９は、本開示の様々な態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチャ
ネルアップリンクグラントをサポートするワイヤレスデバイス９００のブロック図を示す
。ワイヤレスデバイス９００は、図１および図２を参照して説明された基地局１０５の態
様の例であり得る。ワイヤレスデバイス９００は、受信機９０５、日和見的なグラントマ
ネージャ９１０および送信機９１５を含み得る。ワイヤレスデバイス９００はまた、プロ
セッサを含み得る。これらのコンポーネントの各々は、互いと通信状態にあり得る。
【００８８】
　[0096]受信機９０５は、様々な情報チャネル（例えば、ＥＣＣのための日和見的な拡張
されたチャネルアップリンクグラントに関連する情報、データチャネル、および制御チャ
ネル、等）に関連付けられた制御情報、ユーザデータ、またはパケットのような情報を受
信し得る。情報は、デバイスの他のコンポーネントへと渡され得る。受信機９０５は、図
１２を参照して説明されるトランシーバ１２２５の態様の例であり得る。
【００８９】
　[0097]日和見的なグラントマネージャ９１０は、第１のチャネルに対する第１のｅＣＣ
Ａチェックが成功でありかつ第２のチャネルに対する第２のｅＣＣＡチェックが不成功で
あることを決定し、この決定に基づいて、第１のチャネル上でスケジューリングメッセー
ジを送信し得、スケジューリングメッセージは、第１のチャネルおよび第２のチャネルを
識別する。日和見的なグラントマネージャ９１０はまた、図１２を参照して説明される日
和見的なグラントマネージャ１２０５の態様の例であり得る。
【００９０】
　[0098]送信機９１５は、ワイヤレスデバイス９００の他のコンポーネントから受信され
る信号を送信し得る。いくつかの例では、送信機９１５は、トランシーバモジュールにお
いて受信機とコロケートされ得る。例えば、送信機９１５は、図１２を参照して説明され
るトランシーバ１２２５の態様の例であり得る。送信機９１５は、単一のアンテナを含み
得るか、またはそれは、複数のアンテナを含み得る。
【００９１】
　[0099]図１０は、本開示の様々な態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチ
ャネルアップリンクグラントをサポートするワイヤレスデバイス１０００のブロック図を
示す。ワイヤレスデバイス１０００は、図１、図２および図９を参照して説明されたワイ
ヤレスデバイス９００または基地局１０５の態様の例であり得る。ワイヤレスデバイス１
０００は、受信機１００５、日和見的なグラントマネージャ１０１０および送信機１０２
５を含み得る。ワイヤレスデバイス１０００はまた、プロセッサを含み得る。これらのコ
ンポーネントの各々は、互いと通信状態にあり得る。
【００９２】
　[0100]受信機１００５は、デバイスの他のコンポーネントへと渡され得る情報を受信し
得る。受信機１００５はまた、図９の受信機９０５を参照して説明された機能を実行し得
る。受信機１００５は、図１２を参照して説明されるトランシーバ１２２５の態様の例で
あり得る。
【００９３】
　[0101]日和見的なグラントマネージャ１０１０は、図９を参照して説明された日和見的
なグラントマネージャ９１０の態様の例であり得る。日和見的なグラントマネージャ１０
１０は、ｅＣＣＡコンポーネント１０１５およびスケジューリングメッセージコンポーネ
ント１０２０を含み得る。日和見的なグラントマネージャ１０１０は、図１２を参照して
説明される日和見的なグラントマネージャ１２０５の態様の例であり得る。
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【００９４】
　[0102]ｅＣＣＡコンポーネント１０１５は、第１のチャネルに対する第１のｅＣＣＡチ
ェックが成功でありかつ第２のチャネルに対する第２のｅＣＣＡチェックが不成功である
ことを決定し得る。
【００９５】
　[0103]スケジューリングメッセージコンポーネント１０２０は、この決定に基づいて、
第１のチャネル上でスケジューリングメッセージを送信し、スケジューリングメッセージ
は、第１のチャネルおよび第２のチャネルを識別し、第２のｅＣＣＡチェックに少なくと
も部分的に基づいて、第２のチャネル上でスケジューリングメッセージを送信することを
控え得る。いくつかのケースでは、スケジューリングメッセージは、第１のチャネルにつ
いての第１のアップリンクグラントおよび第２のチャネルについての第２のアップリンク
グラントを含む。
【００９６】
　[0104]送信機１０２５は、ワイヤレスデバイス１０００の他のコンポーネントから受信
される信号を送信し得る。いくつかの例では、送信機１０２５は、トランシーバモジュー
ルにおいて受信機とコロケートされ得る。例えば、送信機１０２５は、図１２を参照して
説明されるトランシーバ１２２５の態様の例であり得る。送信機１０２５は、単一のアン
テナを利用し得るか、またはそれは、複数のアンテナを利用し得る。
【００９７】
　[0105]図１１は、ワイヤレスデバイス９００またはワイヤレスデバイス１０００の対応
するコンポーネントの例であり得る日和見的なグラントマネージャ１１００のブロック図
を示す。すなわち、日和見的なグラントマネージャ１１００は、図９および図１０を参照
して説明された日和見的なグラントマネージャ９１０または日和見的なグラントマネージ
ャ１０１０の態様の例であり得る。日和見的なグラントマネージャ１１００はまた、図１
２を参照して説明される日和見的なグラントマネージャ１２０５の態様の例であり得る。
【００９８】
　[0106]日和見的なグラントマネージャ１１００は、ｅＣＣＡコンポーネント１１０５、
スケジューリングメッセージコンポーネント１１１０およびアップリンクデータコンポー
ネント１１１５を含み得る。これらのモジュールの各々は、（例えば、１つまたは複数の
バスを介して）互いと直接的にまたは間接的に通信し得る。
【００９９】
　[0107]ｅＣＣＡコンポーネント１１０５は、第１のチャネルに対する第１のｅＣＣＡチ
ェックが成功でありかつ第２のチャネルに対する第２のｅＣＣＡチェックが不成功である
ことを決定し得る。
【０１００】
　[0108]スケジューリングメッセージコンポーネント１１１０は、この決定に基づいて、
第１のチャネル上でスケジューリングメッセージを送信し、スケジューリングメッセージ
は、第１のチャネルおよび第２のチャネルを識別し、第２のｅＣＣＡチェックに少なくと
も部分的に基づいて、第２のチャネル上でスケジューリングメッセージを送信することを
控え得る。いくつかのケースでは、スケジューリングメッセージは、第１のチャネルにつ
いての第１のアップリンクグラントおよび第２のチャネルについての第２のアップリンク
グラントを含む。
【０１０１】
　[0109]アップリンクデータコンポーネント１１１５は、アップリンクデータが第１のチ
ャネルまたは第２のチャネルまたは両方の上で送信されているかどうかを識別し、スケジ
ューリングメッセージに少なくとも部分的に基づいて、第１のチャネルまたは第２のチャ
ネル上でアップリンクデータを受信し得る。いくつかのケースでは、第１のアップリンク
グラントの第１の変調およびコーディングスキームは、第２のアップリンクグラントの第
２の変調およびコーディングスキームとは異なる。
【０１０２】
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　[0110]図１２は、本開示の様々な態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチ
ャネルアップリンクグラントをサポートする構成されたデバイスを含むワイヤレスシステ
ム１２００の図を示す。例えば、ワイヤレスシステム１２００は、基地局１０５－ｄを含
み得、それは、図１、図２および図９～図１１を参照して説明されたようなワイヤレスデ
バイス９００、ワイヤレスデバイス１０００、または基地局１０５の例であり得る。基地
局１０５－ｄはまた、通信を送信するためのコンポーネントと、通信を受信するためのコ
ンポーネントとを含む、双方向の音声およびデータ通信のためのコンポーネントを含み得
る。例えば、基地局１０５－ｄは、１つまたは複数のＵＥ１１５と双方向に通信し得る。
基地局１０５－ｄはまた、日和見的なグラントマネージャ１２０５、プロセッサ１２１０
、メモリ１２１５、トランシーバ１２２５、アンテナ１２３０、基地局通信モジュール１
２３５およびネットワーク通信モジュール１２４０を含み得る。これらのモジュールの各
々は、（例えば、１つまたは複数のバスを介して）互いと直接的にまたは間接的に通信し
得る。日和見的なグラントマネージャ１２０５は、図９～図１１を参照して説明されたよ
うな日和見的なグラントマネージャの例であり得る。
【０１０３】
　[0111]プロセッサ１２１０は、インテリジェントハードウェアデバイス（例えば、ＣＰ
Ｕ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣ、等）を含み得る。メモリ１２１５は、ＲＡＭおよ
びＲＯＭを含み得る。メモリ１２１５は、実行されると、プロセッサに、ここで説明され
た様々な機能（例えば、ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチャネルアップリンクグラ
ント、等）を実行することを行わせる命令を含むコンピュータ可読で、コンピュータ実行
可能なソフトウェアを記憶し得る。いくつかのケースでは、ソフトウェア１２２０は、プ
ロセッサによって直接的に実行可能でないことがあり得るが、（例えば、コンパイルされ
、実行されると）コンピュータに、ここで説明された機能を実行することを行わせ得る。
【０１０４】
　[0112]トランシーバ１２２５は、上記で説明されたように、１つまたは複数のネットワ
ークと、１つまたは複数のアンテナ、ワイヤードリンク、またはワイヤレスリンクを介し
て、双方向に通信し得る。例えば、トランシーバ１２２５は、基地局１０５またはＵＥ１
１５と双方向に通信し得る。トランシーバ１２２５はまた、パケットを変調して、変調さ
れたパケットを送信のためにアンテナに提供するためと、アンテナから受信されたパケッ
トを復調するためのモデムを含み得る。いくつかのケースでは、ワイヤレスデバイスは、
単一のアンテナ１２３０を含み得る。しかしながら、いくつかのケースでは、デバイスは
、１つより多くのアンテナ８３０を有し得、それらは、複数のワイヤレス送信を同時並行
に送信または受信することが可能であり得る。
【０１０５】
　[0113]基地局通信モジュール１２３５は、他の基地局１０５との通信を管理し得、他の
基地局１０５と連携してＵＥ１１５との通信を制御するためのコントローラまたはスケジ
ューラを含み得る。例えば、基地局通信モジュール１２３５は、ビームフォーミングまた
はジョイント送信（joint transmission）のような、様々な干渉緩和技法のために、ＵＥ
１１５への送信のためのスケジューリングを調整し得る。いくつかの例では、基地局通信
モジュール－９５は、基地局１０５間の通信を提供するために、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａワイ
ヤレス通信ネットワーク技術内のＸ２インターフェースを提供し得る。
【０１０６】
　[0114]ネットワーク通信モジュール１２４０は、（例えば、１つまたは複数のワイヤー
ドバックホールリンクを介して）コアネットワークとの通信を管理し得る。例えば、ネッ
トワーク通信モジュール１２４０は、１つまたは複数のＵＥ１１５のような、クライアン
トデバイスのためのデータ通信の転送を管理し得る。
【０１０７】
　[0115]図１３は、本開示の様々な態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチ
ャネルアップリンクグラントのための方法１３００を例示するフローチャートを示す。方
法１３００の動作は、図１および図２を参照して説明されたように、ＵＥ１１５またはそ
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のコンポーネントによってインプリメントされ得る。例えば、方法１３００の動作は、こ
こで説明されたような日和見的なグラントマネージャによって実行され得る。いくつかの
例では、ＵＥ１１５は、以下で説明される機能を実行するために、デバイスの機能的な要
素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は
、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能の態様を実行し得る。
【０１０８】
　[0116]ブロック１３０５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照して上記で説明さ
れたように、第１のチャネル上でスケジューリングメッセージを受信し得、スケジューリ
ングメッセージは、第１のチャネルおよび第２のチャネルを識別する。ある特定の例では
、ブロック１３０５の動作は、図７を参照して説明されたように、スケジューリングメッ
セージコンポーネントによって実行され得る。
【０１０９】
　[0117]ブロック１３１０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照して上記で説明さ
れたように、第１のチャネル上でスケジューリングメッセージを受信することに基づいて
、第１のチャネルに対して第１のチャネルクリアランスプロシージャを実行し得る。ある
特定の例では、ブロック１３１０の動作は、図７を参照して説明されたように、第１のチ
ャネルクリアランスコンポーネントによって実行され得る。
【０１１０】
　[0118]ブロック１３１５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照して上記で説明さ
れたように、スケジューリングメッセージが第２のチャネル上で受信されていないと決定
することに基づいて、第２のチャネルに対して第２のチャネルクリアランスプロシージャ
を実行し得る。ある特定の例では、ブロック１３１５の動作は、図７を参照して説明され
たように、第２のチャネルクリアランスコンポーネントによって実行され得る。
【０１１１】
　[0119]図１４は、本開示の様々な態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチ
ャネルアップリンクグラントのための方法１４００を例示するフローチャートを示す。方
法１４００の動作は、図１および図２を参照して説明されたように、ＵＥ１１５またはそ
のコンポーネントによってインプリメントされ得る。例えば、方法１４００の動作は、こ
こで説明されたような日和見的なグラントマネージャによって実行され得る。いくつかの
例では、ＵＥ１１５は、以下で説明される機能を実行するために、デバイスの機能的な要
素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は
、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能の態様を実行し得る。
【０１１２】
　[0120]ブロック１４０５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照して上記で説明さ
れたように、第１のチャネル上でスケジューリングメッセージを受信し得、スケジューリ
ングメッセージは、第１のチャネルおよび第２のチャネルを識別する。ある特定の例では
、ブロック１４０５の動作は、図７を参照して説明されたように、スケジューリングメッ
セージコンポーネントによって実行され得る。
【０１１３】
　[0121]ブロック１４１０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照して上記で説明さ
れたように、第１のチャネル上でスケジューリングメッセージを受信することに基づいて
、第１のチャネルに対して第１のチャネルクリアランスプロシージャを実行し得る。ある
特定の例では、ブロック１４１０の動作は、図７を参照して説明されたように、第１のチ
ャネルクリアランスコンポーネントによって実行され得る。
【０１１４】
　[0122]ブロック１４１５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照して上記で説明さ
れたように、スケジューリングメッセージが第２のチャネル上で受信されていないと決定
することに基づいて、第２のチャネルに対して第２のチャネルクリアランスプロシージャ
を実行し得る。ある特定の例では、ブロック１４１５の動作は、図７を参照して説明され
たように、第２のチャネルクリアランスコンポーネントによって実行され得る。
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【０１１５】
　[0123]図１５は、本開示の様々な態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチ
ャネルアップリンクグラントのための方法１５００を例示するフローチャートを示す。方
法１５００の動作は、図１および図２を参照して説明されたように、ＵＥ１１５またはそ
のコンポーネントによってインプリメントされ得る。例えば、方法１５００の動作は、こ
こで説明されたような日和見的なグラントマネージャによって実行され得る。いくつかの
例では、ＵＥ１１５は、以下で説明される機能を実行するために、デバイスの機能的な要
素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は
、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能の態様を実行し得る。
【０１１６】
　[0124]ブロック１５０５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照して上記で説明さ
れたように、第１のチャネル上でスケジューリングメッセージを受信し得、スケジューリ
ングメッセージは、第１のチャネルおよび第２のチャネルを識別する。ある特定の例では
、ブロック１５０５の動作は、図７を参照して説明されたように、スケジューリングメッ
セージコンポーネントによって実行され得る。
【０１１７】
　[0125]ブロック１５１０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照して上記で説明さ
れたように、第１のチャネル上でスケジューリングメッセージを受信することに基づいて
、第１のチャネルに対して第１のチャネルクリアランスプロシージャを実行し得る。ある
特定の例では、ブロック１５１０の動作は、図７を参照して説明されたように、第１のチ
ャネルクリアランスコンポーネントによって実行され得る。
【０１１８】
　[0126]ブロック１５１５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照して上記で説明さ
れたように、スケジューリングメッセージが第２のチャネル上で受信されていないと決定
することに基づいて、第２のチャネルに対して第２のチャネルクリアランスプロシージャ
を実行し得る。ある特定の例では、ブロック１５１５の動作は、図７を参照して説明され
たように、第２のチャネルクリアランスコンポーネントによって実行され得る。
【０１１９】
　[0127]図１６は、本開示の様々な態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチ
ャネルアップリンクグラントのための方法１６００を例示するフローチャートを示す。方
法１６００の動作は、図１および図２を参照して説明されたように、基地局１０５または
そのコンポーネントによってインプリメントされ得る。例えば、方法１６００の動作は、
ここで説明されたような日和見的なグラントマネージャによって実行され得る。いくつか
の例では、基地局１０５は、以下で説明される機能を実行するために、デバイスの機能的
な要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、基地局１
０５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能の態様を実行し得る。
【０１２０】
　[0128]ブロック１６０５において、基地局１０５は、図２～図４を参照して上記で説明
されたように、第１のチャネルに対する第１のｅＣＣＡチェックが成功でありかつ第２の
チャネルに対する第２のｅＣＣＡチェックが不成功であることを決定し得る。ある特定の
例では、ブロック１６０５の動作は、図１１を参照して説明されたように、ｅＣＣＡコン
ポーネントによって実行され得る。
【０１２１】
　[0129]ブロック１６１０において、基地局１０５は、図２～図４を参照して上記で説明
されたように、この決定に基づいて、第１のチャネル上でスケジューリングメッセージを
送信し得、スケジューリングメッセージは、第１のチャネルおよび第２のチャネルを識別
する。ある特定の例では、ブロック１６１０の動作は、図１１を参照して説明されたよう
に、スケジューリングメッセージコンポーネントによって実行され得る。
【０１２２】
　[0130]図１７は、本開示の様々な態様による、ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチ
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ャネルアップリンクグラントのための方法１７００を例示するフローチャートを示す。方
法１７００の動作は、図１および図２を参照して説明されたように、基地局１０５または
そのコンポーネントによってインプリメントされ得る。例えば、方法１７００の動作は、
ここで説明されたような日和見的なグラントマネージャによって実行され得る。いくつか
の例では、基地局１０５は、以下で説明される機能を実行するために、デバイスの機能的
な要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、基地局１
０５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能の態様を実行し得る。
【０１２３】
　[0131]ブロック１７０５において、基地局１０５は、図２～図４を参照して上記で説明
されたように、第１のチャネルに対する第１のｅＣＣＡチェックが成功でありかつ第２の
チャネルに対する第２のｅＣＣＡチェックが不成功であることを決定し得る。ある特定の
例では、ブロック１７０５の動作は、図１１を参照して説明されたように、ｅＣＣＡコン
ポーネントによって実行され得る。
【０１２４】
　[0132]ブロック１７１０において、基地局１０５は、図２～図４を参照して上記で説明
されたように、この決定に基づいて、第１のチャネル上でスケジューリングメッセージを
送信し得、スケジューリングメッセージは、第１のチャネルおよび第２のチャネルを識別
する。ある特定の例では、ブロック１７１０の動作は、図１１を参照して説明されたよう
に、スケジューリングメッセージコンポーネントによって実行され得る。
【０１２５】
　[0133]ブロック１７１５において、基地局１０５は、図２～図４を参照して上記で説明
されたように、ＵＬデータが第１のチャネルまたは第２のチャネルまたは両方の上で送信
されているかどうかを識別し得る。ある特定の例では、ブロック１７１５の動作は、図１
１を参照して説明されたように、アップリンクデータコンポーネントによって実行され得
る。
【０１２６】
　[0134]ブロック１７２０において、基地局１０５は、図２～図４を参照して上記で説明
されたように、スケジューリングメッセージに基づいて、第１のチャネルまたは第２のチ
ャネル上でＵＬデータを受信し得る。ある特定の例では、ブロック１７２０の動作は、図
１１を参照して説明されたように、アップリンクデータコンポーネントによって実行され
得る。
【０１２７】
　[0135]これらの方法は、可能なインプリメンテーションを説明しており、動作およびス
テップは、他のインプリメンテーションが可能になるように、再構成（rearranged）また
は他の方法で変更され得ることに留意されたい。いくつかの例では、これら方法のうちの
２つ以上からの態様が組み合わされ得る。例えば、これら方法の各々の態様は、ここで説
明された他の方法のステップまたは態様、あるいは他のステップまたは技法を含み得る。
したがって、本開示の態様は、ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチャネルアップリン
クグラントを提供し得る。
【０１２８】
　[0136]ここでの説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能にするために
提供される。本開示への様々な変更は、当業者には容易に明らかとなり、ここで定義した
一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく、他の変形形態に適用され得る。したが
って、本開示は、ここで説明された例および設計に限定されるべきではなく、ここで開示
された原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられることとなる。
【０１２９】
　[0137]ここで説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフト
ウェア、ファームウェア、またはこれらの任意の組合せでインプリメントされ得る。プロ
セッサによって実行されるソフトウェアでインプリメントされる場合、これら機能は、コ
ンピュータ可読媒体上で、１つまたは複数の命令またはコードとして記憶または送信され
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得る。他の例およびインプリメンテーションは、添付された特許請求の範囲および本開示
の範囲内にある。例えば、ソフトウェアの性質により、上記で説明された機能は、プロセ
ッサ、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらの任意の組合
せによって実行されるソフトウェアを使用してインプリメントされることができる。機能
をインプリメントする機構（features）はまた、機能の部分が異なる物理的（ＰＨＹ）ロ
ケーションにおいてインプリメントされるように分散されることを含めて、様々なポジシ
ョンにおいて物理的に位置し得る。また、特許請求の範囲を含め、ここで使用される場合
、項目の列挙（例えば、「～のうちの少なくとも１つ（at least one of）」または「１
つまたは複数の（one or more）」といった表現で始まる項目の列挙）中で使用される「
または（or）」は、例えば、Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つという列挙が、Ａ
またはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢ
およびＣ）を意味するような、包含的な列挙を示す。
【０１３０】
　[0138]コンピュータ可読媒体は、１つの場所から別の場所へのコンピュータプログラム
の転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体と非一時的なコンピュータ記憶媒体との両
方を含む。非一時的な記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされる
ことができる任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的なコン
ピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラマブル読取専用メモリ（
ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭまたは他の光ディスク
記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、あるいは、命令またはデ
ータ構造の形式で所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用されるこ
とができ、かつ、汎用または専用コンピュータ、または汎用または専用プロセッサによっ
てアクセスされることができるその他任意の非一時的な媒体を備えることができる。また
、任意の接続は、厳密にはコンピュータ可読媒体と称される。例えば、ソフトウェアが、
同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、
または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用して、ウェブサイ
ト、サーバ、または他の遠隔ソースから送信される場合には、同軸ケーブル、光ファイバ
ーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワ
イヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。ここで使用される場合、ディスク（disk)およ
びディスク（disc）は、ＣＤ、レーザーディスク（登録商標）、光ディスク、デジタル多
目的ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスクおよびブルーレイ（登録商標
）ディスクを含み、ここでディスク（disks）は、通常磁気的にデータを再生し、一方デ
ィスク（discs）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。上記の組合せもまた
、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１３１】
　[0139]ここで説明された技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ（ＦＤＭＡ）、ＯＦＤ
ＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、単一キャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および他の
システムのような、様々なワイヤレス通信システムのために使用され得る。「システム」
および「ネットワーク」という用語は、しばしば交換可能に用いられる。ＣＤＭＡシステ
ムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）、等のような無線
技術をインプリメントし得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およ
びＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、一般に、ＣＤ
ＭＡ２０００ １Ｘ、１Ｘ、等と呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般に
、ＣＤＭＡ２０００ １ｘＥＶ－ＤＯ、高レートパケットデータ（ＨＲＰＤ）、等と呼ば
れる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変
形を含む。ＴＤＭＡシステムは、（モバイル通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ）
（登録商標））のような無線技術をインプリメントし得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウル
トラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８
０２．１１（ワイヤレスフィデリィティ（Ｗｉ－Ｆｉ））、ＩＥＥＥ８０２．１６（Ｗｉ
ＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、フラッシュ－ＯＦＤＭ、等のような無線技術をインプ
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リメントし得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケ
ーションシステム（ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）
）の一部である。
【０１３２】
　[0140]３ＧＰＰ（登録商標）ＬＴＥおよびＬＴＥ－アドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ
－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭ
ＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト
」（３ＧＰＰ）という名称の団体からの文書に説明されている。ＣＤＭＡ２０００および
ＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）という名称の団
体からの文書に説明されている。ここで説明された技法は、上述されたシステムおよび無
線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術のために使用され得る。しかしながら、こ
こでの説明は、例という目的でＬＴＥシステムを説明し、本技法は、ＬＴＥアプリケーシ
ョンを超えて適用可能であるが、ＬＴＥの専門用語が上記の説明の大部分において使用さ
れている。
【０１３３】
　[0141]ここで説明されたネットワークを含む、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、
発展型ノードＢ（ｅＮＢ）という用語は、概して、基地局を説明するために使用され得る
。ここで説明されたワイヤレス通信のシステムまたは複数のシステムは、異なるタイプの
ｅＮＢが様々な地理的な領域に対してカバレッジを提供する異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネッ
トワークを含み得る。例えば、各ｅＮＢまたは基地局は、マクロセル、スモールセル、ま
たは他のタイプのセルに対して通信カバレッジを提供し得る。「セル」という用語は、コ
ンテキストに応じて、基地局、基地局に関連付けられたキャリアまたはコンポーネントキ
ャリア（ＣＣ）、あるいはキャリアまたは基地局のカバレッジエリア（例えば、セクタ、
等）を説明するために使用されることができる３ＧＰＰ用語である。
【０１３４】
　[0142]基地局は、トランシーバ基地局、無線基地局、アクセスポイント（ＡＰ）、無線
トランシーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、
または何らかの他の好適な専門用語で当業者によって呼ばれ得るか、あるいはそれらを含
み得る。基地局のための地理的なカバレッジエリアは、カバレッジエリアの一部分のみを
構成する複数のセクタに分割され得る。ここで説明されたワイヤレス通信のシステムまた
は複数のシステムは、異なるタイプの基地局（例えば、マクロまたはスモールセル基地局
）を含み得る。ここで説明されたＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、中継基地
局、および同様のものを含む、様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信する
ことが可能であり得る。異なる技術についての重複する地理的なカバレッジエリアが存在
し得る。
【０１３５】
　[0143]マクロセルは、概して、比較的大きい地理的なエリア（例えば、半径数キロメー
トル）をカバーし、ネットワークプロバイダにサービス加入しているＵＥによる無制限の
アクセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと同じまたは異なる（例えば、ラ
イセンス、アンライセンス、等の）周波数帯域で動作し得る、マクロセルと比較してより
低い電力の基地局である。スモールセルは、様々な例に従って、ピコセル、フェムトセル
、およびマイクロセルを含み得る。ピコセルは、例えば、小さい地理的なエリアをカバー
し得、ネットワークプロバイダにサービス加入しているＵＥによる無制限のアクセスを可
能にし得る。フェムトセルもまた、小さい地理的なエリア（例えば、自宅）をカバーし得
、フェムトセルとのアソシエーションを有するＵＥ（例えば、クローズド加入者グループ
（ＣＳＧ）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥ、および同様のもの）による制限され
たアクセスを提供し得る。マクロセルのためのｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼ばれ得る。ス
モールセルのためのｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、また
はホームｅＮＢと呼ばれ得る。ｅＮＢは、１つまたは複数（例えば、２つ、３つ、４つ、
等）のセル（例えば、ＣＣ）をサポートし得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅ
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ＮＢ、中継基地局、および同様のものを含む様々なタイプの基地局およびネットワーク機
器と通信することが可能であり得る。
【０１３６】
　[0144]ここで説明されたワイヤレス通信のシステムまたは複数のシステムは、同期動作
または非同期動作をサポートし得る。同期動作の場合、複数の基地局は、同様のフレーム
タイミングを有し得、異なる基地局からの送信は、ほぼ時間的に揃えられ得る。非同期動
作の場合、複数の基地局は、異なるフレームタイミングを有し得、異なる基地局からの送
信は、時間的に揃えられていないことがあり得る。ここで説明された技法は、同期動作ま
たは非同期動作のいずれかのために使用され得る。
【０１３７】
　[0145]ここで説明されたＤＬ送信はまた、順方向リンク送信と呼ばれ得、一方、ＵＬ送
信はまた、逆方向リンク送信と呼ばれ得る。例えば、図１および図２のワイヤレス通信シ
ステム１００および２００を含む、ここで説明された各通信リンクは、１つまたは複数の
キャリアを含み得、ここで、各キャリアは、複数のサブキャリア（例えば、異なる周波数
の波形信号）から成る信号であり得る。各変調された信号は、異なるサブキャリア上で送
られ得、制御情報（例えば、基準信号、制御チャネル、等）、オーバヘッド情報、ユーザ
データ、等を搬送し得る。ここで説明された通信リンク（例えば、図１の通信リンク１２
５）は、（例えば、対のスペクトルリソースを使用する）周波数分割複信（ＦＤＤ）また
は（例えば、対になっていないスペクトルリソースを使用する）ＴＤＤ動作を使用して、
双方向通信を送信し得る。フレーム構造が、ＦＤＤ（例えば、フレーム構造タイプ１）お
よびＴＤＤ（例えば、フレーム構造タイプ２）のために定義され得る。
【０１３８】
　[0146]したがって、本開示の態様は、ＥＣＣのための日和見的な拡張されたチャネルア
ップリンクグラントを提供し得る。これらの方法は、可能なインプリメンテーションを説
明しており、動作およびステップは、他のインプリメンテーションが可能になるように、
再構成または他の方法で変更され得ることに留意されたい。いくつかの例では、これら方
法のうちの２つ以上からの態様が組み合わされ得る。
【０１３９】
　[0147]ここでの開示に関連して説明された、様々な例示的なブロックおよびモジュール
は、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲ
ートまたはトランジスタロジック、個別ハードウェアコンポーネント、あるいはここで説
明された機能を実行するように設計されたこれらの任意の組合せを用いてインプリメント
または実行され得る。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであり得るが、代替として
、このプロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、
またはステートマシン（state machine）であり得る。プロセッサはまた、コンピューテ
ィングデバイスの組合せ（例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイク
ロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携した１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいはそ
の他任意のそのような構成）としてインプリメントされ得る。したがって、ここで説明さ
れた機能は、少なくとも１つの集積回路（ＩＣ）上で、１つまたは複数の他の処理ユニッ
ト（またはコア）によって実行され得る。様々な例では、異なるタイプのＩＣ（例えば、
構造化／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、または別のセミカスタムＩＣ）が使用さ
れ得、これらは、当該技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る。各ユニ
ットの機能はまた、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行さ
れるようにフォーマットされた、メモリにおいて具現化された命令で、全体的にまたは部
分的にインプリメントされ得る。
【０１４０】
　[0148]添付された図面では、同様のコンポーネントまたは特徴は、同じ参照ラベルを有
し得る。さらに、同じタイプの様々なコンポーネントは、参照ラベルの後に、ダッシュと
、同様の構コンポーネント同士を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され
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得る。第１の参照ラベルのみが本明細書において使用される場合、その説明は、第２の参
照ラベルにかかわらず、同じ第１の参照ラベルを有する同様のコンポーネントのうちの任
意の１つに適用可能である。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　第１のチャネル上でスケジューリングメッセージを受信することと、前記スケジューリ
ングメッセージは、前記第１のチャネルおよび第２のチャネルを識別し、
　前記第１のチャネル上で前記スケジューリングメッセージを受信することに少なくとも
部分的に基づいて、前記第１のチャネルに対して第１のチャネルクリアランスプロシージ
ャを実行することと、および
　前記スケジューリングメッセージが前記第２のチャネル上で受信されていないと決定す
ることに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のチャネルに対して第２のチャネルクリ
アランスプロシージャを実行することと
　を備える方法。
［Ｃ２］
　前記第１のチャネルクリアランスプロシージャを実行することは、単一の空きチャネル
判定（ＣＣＡ）チェックを実行することと、および　前記単一のＣＣＡチェックが不成功
であった場合、拡張されたＣＣＡ（ｅＣＣＡ）チェックを実行することとを備える、Ｃ１
に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記単一のＣＣＡチェックを実行することは、単一のＣＣＡに少なくとも部分的に基づ
いて、前記第１のチャネルが空いているかどうかを決定することを備える、Ｃ２に記載の
方法。
［Ｃ４］
　前記第１のチャネルクリアランスプロシージャに少なくとも部分的に基づいて、前記第
１のチャネル上でアップリンク（ＵＬ）データを送信すること
　をさらに備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記第２のチャネルクリアランスプロシージャを実行することは、ｅＣＣＡチェックを
実行することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記第２のチャネルクリアランスプロシージャを実行することは、単一のＣＣＡチェッ
クでは、前記第２のチャネルへのアクセスを得るのに十分ではないと決定することを備え
る、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記第２のチャネルクリアランスプロシージャに少なくとも部分的に基づいて、前記第
２のチャネル上でＵＬデータを送信すること、ここにおいて、前記送信されたＵＬデータ
は、前記第１のチャネル、前記第２のチャネル、または両方が使用されているかどうかの
インジケーション(indication)を備える、
　をさらに備える、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記スケジューリングメッセージは、前記第１のチャネルについての第１のＵＬグラン
トおよび前記第２のチャネルについての第２のＵＬグラントを備える、Ｃ１に記載の方法
。
［Ｃ９］
　前記第１のＵＬグラントの第１の変調およびコーディングスキーム（ＭＣＳ）は、前記
第２のＵＬグラントの第２のＭＣＳとは異なる、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　ワイヤレス通信の方法であって、
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　第１のチャネルに対する第１のｅＣＣＡチェックが成功でありかつ第２のチャネルに対
する第２のｅＣＣＡチェックが不成功であることを決定することと、および
　前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のチャネル上でスケジューリングメ
ッセージを送信することと、前記スケジューリングメッセージは、前記第１のチャネルお
よび前記第２のチャネルを識別する、
　を備える方法。
［Ｃ１１］
　前記第２のｅＣＣＡチェックに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のチャネル上で
前記スケジューリングメッセージを送信することを控えること
　をさらに備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　ＵＬデータが前記第１のチャネルまたは前記第２のチャネルまたは両方の上で送信され
ているかどうかを識別することと、および
　前記スケジューリングメッセージに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のチャネル
または前記第２のチャネル上で前記ＵＬデータを受信することと
　をさらに備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記スケジューリングメッセージは、前記第１のチャネルについての第１のＵＬグラン
トおよび前記第２のチャネルについての第２のＵＬグラントを備える、Ｃ１０に記載の方
法。
［Ｃ１４］
　前記第１のＵＬグラントの第１のＭＣＳは、前記第２のＵＬグラントの第２のＭＣＳと
は異なる、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１のチャネル上でスケジューリングメッセージを受信するための手段と、前記スケジ
ューリングメッセージは、前記第１のチャネルおよび第２のチャネルを識別し、
　前記第１のチャネル上で前記スケジューリングメッセージを受信することに少なくとも
部分的に基づいて、前記第１のチャネルに対して第１のチャネルクリアランスプロシージ
ャを実行するための手段と、および
　前記スケジューリングメッセージが前記第２のチャネル上で受信されていないと決定す
ることに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のチャネルに対して第２のチャネルクリ
アランスプロシージャを実行するための手段と
　を備える装置。
［Ｃ１６］
　前記第１のチャネルクリアランスプロシージャを実行するための前記手段は、単一の空
きチャネル判定（ＣＣＡ）チェックを実行することと、および　前記単一のＣＣＡチェッ
クが不成功であった場合、拡張されたＣＣＡ（ｅＣＣＡ）チェックを実行することとのた
めの手段を備える、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記単一のＣＣＡチェックを実行するための前記手段は、単一のＣＣＡに少なくとも部
分的に基づいて、前記第１のチャネルが空いているかどうかを決定するための手段を備え
る、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記第１のチャネルクリアランスプロシージャに少なくとも部分的に基づいて、前記第
１のチャネル上でアップリンク（ＵＬ）データを送信するための手段
　をさらに備える、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記第２のチャネルクリアランスプロシージャを実行するための前記手段は、ｅＣＣＡ
チェックを実行するための手段を備える、Ｃ１５に記載の装置。
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［Ｃ２０］
　前記第２のチャネルクリアランスプロシージャを実行するための前記手段は、単一のＣ
ＣＡチェックでは、前記第２のチャネルへのアクセスを得るのに十分ではないと決定する
ための手段を備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記第２のチャネルクリアランスプロシージャに少なくとも部分的に基づいて、前記第
２のチャネル上でＵＬデータを送信するための手段、ここにおいて、前記送信されたＵＬ
データは、前記第１のチャネル、前記第２のチャネル、または両方が使用されているかど
うかのインジケーションを備える、
　をさらに備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記スケジューリングメッセージは、前記第１のチャネルについての第１のＵＬグラン
トおよび前記第２のチャネルについての第２のＵＬグラントを備える、Ｃ１５に記載の装
置。
［Ｃ２３］
　前記第１のＵＬグラントの第１の変調およびコーディングスキーム（ＭＣＳ）は、前記
第２のＵＬグラントの第２のＭＣＳとは異なる、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２４］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１のチャネルに対する第１のｅＣＣＡチェックが成功でありかつ第２のチャネルに対
する第２のｅＣＣＡチェックが不成功であることを決定するための手段と、および
　前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のチャネル上でスケジューリングメ
ッセージを送信するための手段と、前記スケジューリングメッセージは、前記第１のチャ
ネルおよび前記第２のチャネルを識別する、
　を備える装置。
［Ｃ２５］
　前記第２のｅＣＣＡチェックに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のチャネル上で
前記スケジューリングメッセージを送信することを控えるための手段
　をさらに備える、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２６］
　ＵＬデータが前記第１のチャネルまたは前記第２のチャネルまたは両方の上で送信され
ているかどうかを識別するための手段と、
　前記スケジューリングメッセージに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のチャネル
または前記第２のチャネル上で前記ＵＬデータを受信するための手段と
　をさらに備える、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記スケジューリングメッセージは、前記第１のチャネルについての第１のＵＬグラン
トおよび前記第２のチャネルについての第２のＵＬグラントを備える、Ｃ２４に記載の装
置。
［Ｃ２８］
　前記第１のＵＬグラントの第１のＭＣＳは、前記第２のＵＬグラントの第２のＭＣＳと
は異なる、Ｃ２７に記載の装置。
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